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内 H司骨 の 要 1::. 日
ポリ塩化ビニノレの立体規則性の差にもとづくスペクト jレの形を決定するために，通常の高分解能核
磁気共鳴法と二重共鳴法で，ポリ塩化ビニルとそのモデル物質2.4一二塩化ペンタンを研究した。ポリ




















CH2 グノレープの二重共鳴による線は 2 本だけでAB型の四重線は認められない。乙の 2 本の内で，
一方だけが鋭い線になるような条件の下では，もう一方の成分は各成分の線が重なり合った三重線と
なる。この事実は， CH2 グノレープの二つのプロトンは isotactic unit にあっても同等であることを
意味するものと考えられる。
さらに， CH グノレープの 7 本線についても，二重共鳴では 3 本となり，それぞれ， triad の isota­
ctic, heterotactic および syndiotactic に対応することを確認した。
さらに，重合温度の異なる材料についても，二重共鳴で研究を行ない，局所的秩序度についての知
見を得ている。
これを要するに，同君は核二重共鳴の方法を高分子化合物の構造研究に適用する技術的面において
も，それによるポリ塩化ピニノレの研究においても，新しい結果を得ており，重要な開発と知見を得た
ものと思う。
よってこの論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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